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「
高
台
夏
ま
つ
り
」
は
、
８
月
１
８
日
さ

く
ら
会
館
と
３
号
公
園
で
行
わ
れ
、
例
年

を
上
回
る
７
０
０
人
以
上
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
く
に
今
年

は
多
く
の
中
学
生
・
小
学
生
・
幼
児
の
皆

さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夕
４
時
か
ら
、
さ
く
ら
会
館
の
お
地
蔵
さ

ん
の
前
で
奥
海
印
寺
の
聖
徳
寺
ご
住
職
の

読
経
と
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

５
時
か
ら
は
京
都
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
今
年
も
見
事
金
賞
を
射
止
め
た
四
中
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
の
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ

プ
ス
、
懐
か
し
の
歌
謡
曲
ま
で
の
名
演
奏

が
あ
り
ま
し
た
。

屋
台
の
生
ビ
ー
ル
、
助
六
ず
し
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
、
サ
ザ
エ
壺
焼
き
な
ど
に
舌
鼓
を
打

ち
、
あ
ち
こ
ち
で
酒
食
を
囲
ん
で
の
歓
談

の
輪
が
広
が
り
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

今
年
も
盆
踊
り
が
、
「
花
ご
と
ク
ラ
ブ
」

有
志
と
ド
ラ
え
も
ん
音
頭
を
練
習
し
た
子

ど
も
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
江
州

音
頭
・
炭
坑
節
・
東
京
音
頭
な
ど
に
合
わ

せ
て
踊
り
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

８
時
か
ら
は
福
引
大
会
が
あ
り
、
読
み
上

げ
る
名
前
に
一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。
約
２

０
０
人
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
福
引
券
を
入

れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
３
人
に
１
人
に
お

宝
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
長
五
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

の
役
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。↗「

平
成
３
０
年
度
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
自

治
体
が
住
宅
や
土
地
の
基
本
情
報
を

得
る
た
め
の
調
査
で
、
広
さ
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
か
、
省
エ

ネ
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
を
調
査
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

高
台
で
調
査
対
象
に
な
っ
て
い
る
各
世
帯

に
は
、
既
に
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し

て
あ
り
ま
す
。
９
月
１
５
日
に
調
査
員
が

訪
問
し
て
調
査
票
を
お
渡
し
し
後
日
回
収

し
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。↗

翌
日
の
後
片
付
け
の
あ
と
の
慰
労
を
兼
ね

た
反
省
会
や
９
月
度
の
役
員
会
で
、
感
想

や
意
見
を
い
た
だ
き
、
来
年
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夏
ま
つ
り
の
準
備
・
実
行
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ん
や
役
員
な
ど
延
べ
８
８
名
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
薄
謝
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

自
治
会
の
外
部
団
体
委
員
の
一
つ
に

廃
棄
物
減
量
等
推
進
委
員
（
委
員
：
三

原
重
徳
さ
ん
）
が
あ
り
、
先
日
そ
の

研
修
会
が
あ
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
家
庭
か
ら
始
め
る
ゴ
ミ
減
量
と
３

Ｒ
」
で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

私
た
ち
の
家
庭
か
ら

出
た
ゴ
ミ
は
、
可
燃

ゴ
ミ
は
焼
却
さ
れ
大

阪
湾
埋
立
て
地
に
運

ば
れ
ま
す
。
と
こ
ろ

が
こ
の
埋
立
て
地
は

あ
と
十
数
年
で
満
杯
に
な
る
と
さ
れ
ま
す
。

ゴ
ミ
減
量
に
は
、
３
Ｒ
す
な
わ
ち
「
リ
デ

ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）
」
、「
リ
ユ
ー
ス
（
再
使

用
す
る
）
」
、「
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
す
る
）
」

が
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
ゴ
ミ
増
加

の
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
「
食
品
ロ
ス
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

食
品
ゴ
ミ
で
野
菜
く
ず
や
魚
の
骨
な
ど
が

４
４
％
、
本
来
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
も
の
が
５
６
％
で
す
。
食
べ
ら
れ

る
も
の
を
捨
て
る
の
は
、「
賞
味
期
限
」「
消

費
期
限
」
を
見
て
の
場
合
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
賞
味
期
限
は
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
期
限
、
消
費
期
限
は
安
全
に
食
べ
ら
れ

る
期
限
で
す
が
、
賞
味
期
限
が
切
れ
て
い

る
だ
け
で
捨
て
て
い
る
人
も
い
る
と
思↗

い
ま
す
。
こ
の
期
限
は
安
全
係
数
を
か
け

た
飽
く
ま
で
目
安
で
あ
り
、
食
品
の
品
質

が
直
ぐ
に
劣
化
や
悪
化
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

食
料
自
給
率
が
３
８
％
ま
で
に
減
っ
た
我

が
国
で
、
私
た
ち
の
で
き
る
範
囲
で
「
食

品
ロ
ス
」
を
な
く
す
よ
う
に
、
価
値
観
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

高
台
通
り
復
旧
工
事

の
仕
上
舗
装
が
始
ま

り
、
第
１
と
２
区
画

（
２
号
公
園
の
南
端

ま
で
）
の
車
道
表
層

の
舗
装
が
終
り
ま
し

た
。
舗
装
が
終
わ
っ
た
所

か
ら
順
に
歩
道
に
作
ら
れ

た
植
樹
枡
に
植
樹
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

す
。
全
６
区
画
ま
で
の
工
事
が
完
成
す
る

の
は
、
１
１
月
末
の
予
定
で
す
。

「
第
２
回
高
台
文
化
祭
」（
１
１
月
１
８
日

（
日
）
）
の
企
画
が
進
ん
で
い
て
、
出
品
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
文
化
祭
で
は
展
示

と
イ
ベ
ン
ト
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

◆
展
示
…
…
サ
ー
ク
ル
な

ど
で
制
作
さ
れ
た
も
の
、

ま
た
各
自
が
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
さ
れ
て
い
る
も
の
の
展

示
お
願
い
し
ま
す
。
例
え

ば
「
書
」「
絵
画
」「
写
真
」

「
絵
手
紙
」
「
押
し
絵
」

「
陶
器
」
「
彫
刻
」
「
フ
ィ

ギ
ュ
ア
」
「
模
型
」
「
骨
董
」

「
切
手
」
「
古
銭
」
「
電
気
製
品
」
な
ど
分

野
を
問
い
ま
せ
ん
。
展
示
い
た
だ
け
る
方

は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
イ
ベ
ン
ト
…
…
１
０
時
か
ら
１
６
時
ま

で
１
時
間
ご
と
に
３
０
分
程
度
イ
ベ
ン
ト

を
し
ま
す
。
例
え
ば
「
指
圧
体
操
」「
カ
ラ

オ
ケ
」「
映
画
会
」「
長
岡
昔
話
」「
歴
史
物

語
」「
大
正
琴
」「
演
奏
会
」「
会
員
の
皆
さ

ん
が
お
持
ち
の
一
芸
」
な
ど
で
、
イ
ベ
ン

ト
を
お
願
い
で
き
る
方
を
、
募
集
し
て
い

ま
す
。

◆
そ
の
他
…
…
古
本
交
換
会
を
行
い
ま
す
。

不
要
な
書
籍
を
提
供
い
た
だ
け
る
方
は
、

お
願
い
し
ま
す
。

以
上
い
ず
れ
も
総
合
窓
口
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

今
世
紀
最
強
と
い
わ
れ
る
非
常
に
強
い
台

風
２
１
号
が
、
９
月
４
日
１
２
時
徳
島
南

東
部
に
上
陸
し
ま
し
た
。
紀
伊
水
道
を
北

上
し
た
た
め
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
１

４
時
神
戸
付
近
に
再
上
陸
し
ま
し
た
。
こ

の
時
刻
を
中
心
に
、
京
都
で
も
雨
を
伴
い

最
大
瞬
間
風
速
４
０
ｍ
／
秒
に
近
い
暴
風

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

関
西
国
際
空
港
が
高
潮
で
使
用
不
能
に
な

り
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
平
野

神
社
の
拝
殿
が
完
全
倒
壊
し
下
賀
茂
神
社

糺
の
森
で
多
く
の
倒
木
が
あ
り
ま
し
た
。

高
台
で
は
幸
い
大
き
な
被
害
が
な
か
っ
た

も
の
の
一
部
の
家
で
瓦
が
飛
ぶ
垣
根
が
倒

れ
る
、
公
園
の
桜
木
が
折
れ
る
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
翌
日
は
飛
ん
で
き
た
ご
み
や

葉
っ
ぱ
な
ど
の
後
片
付
け
が
大
変
で
し
た

が
、
長
岡
四
中
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
学
校

周
辺
の
道
路
を
熱
心
に
掃
除
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

災
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に
市
の
い
ろ
い
ろ

な
支
援
が
あ
り
ま
す
。

◆
罹
災
証
明
書
発
行
（
保
険
な
ど
の
た
め
）

◆
災
害
ゴ
ミ
無
料
回
収
（
瓦
・
倒
木
、
壊

れ
た
電
気
機
器
な
ど
）
◆
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

配
布
◆
後
片
付
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

な
ど
で
す
。
い
ず
れ
も
市
の
防
災
・
安
全
推

進
室
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

４
丁
目
南
に
あ
る
水

路
の
一
部
が
土
砂
で

埋
ま
り
、
大
雨
が
き

て
危
険
だ
と
の
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。

市
に
伝
え
た
と
こ
ろ

業
者
に
連
絡
し
取
り
除
く

工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。

今
後
市
か
ら
業
者
に
指
導
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
。

長
岡
京
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募

集
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
２
８
世
帯
（
会

員
外
の
方
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
）
の

皆
さ
ん
か
ら
合
計
６
８
，
０
０
０
円

を
お
預
か
り
し
、
協
議
会
に
お
渡
し

し
ま
し
た
。

<

入
居
入
会> 
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夏
ま
つ
り
の
ご
寄
付
や
お
地
蔵
さ
ま
の
お
供
え

を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
（
金
員
・
ブ
ロ
ッ
ク
順
、
敬
称
略
）。

野
々
下
国
男
、
後
藤
国
彦
、
三
原
重
徳
、
中
島

正
裕
、
大
崎
清
司
、
桒
原
千
秋
、
田
尻
元
治
郎
、

吉
田
欣
之
介
、
山
口
町
子
、
畑
健
二
、
原
田
公

子
、
川
瀬
裕
子
、
片
山
和
子
、
寺
田
ユ
キ
子
、

難
波
安
範
、
矢
野
貢
、
高
井
武
、
村
上
京
子
、

村
中
龍
子
、
中
原
修
、
中
西
弘
治
、
小
畠
勵
、

山
田
敏
厚
、
井
章
生
、
森
田
邦
夫
、
伊
藤
嘉
男
、

大
久
保
嘉
人
、
虎
頭
祐
正
、
谷
口
勝
彦
、
三
宅

正
枝
、
山
中
繁
、
木
村
百
合
子
、
海
野
文
隆
、

三
輪
正
夫
、
石
見
隆
、
渡
部
欣
也
、
大
前
良
一
、

橋
本
博
久
、
松
本
盛
行
、
細
見
和
男
、
乾
忠
子
、

中
井
英
治
、
北
脇
祐
、
今
村
房
治
、
森
本
達
、

中
田
利
享
、
藤
井
隆
三
、
川
内
宏
雅
、
竹
下
亘
、

佐
藤
章
、
田
中
茂
利
、
柴
崎
吉
弘
、
小
田
切
茂

彦
、
諏
佐
忠
篤
、
丸
橋
道
之
、
藤
井
健
治
、
萬

秋
一
郎

合
計
５
７
名

１
８
８
，
０
０
０
円

他
に
お
供
え
湯
川
酒
店
、
お
賽
銭
２
２
０
７
円

総

計

１
９
０
．
２
０
７
円

第５２回「ふれあいサロン（映画
会）」は、９月２４日（月、振替
休日）１３時３０分からです。
今回は磯田道史のベストセラ
ー「武士の家計簿『加賀藩御
算用者』の幕末維新」を、森
田芳光監督がユーモアを交え
て映画化した異色時代劇で
す。代々加賀藩の財政に携わ
り“そろばんバカ”と呼ばれ
た下級武士が、妻の支えを得
ながら一家や藩の財政を切り
盛りしていく姿を描いていま
す。
歴史学者の磯田が古本屋で見つ
けた資料を基にした実話です。
出演は堺雅人、仲間由紀恵、
松坂恵子、中村雅俊、草笛光
子などです。

映画鑑賞後飲
酒・喫茶で歓
談します。参
加自由、無料。

仕上舗装の終わった通り

前 回 の 高 台 文 化 祭

お地蔵さん、四中演奏、子
ども達も参加しての盆踊り

９月 2４日（月）９時から１２
時まで、さくら会館で。パソコン
修理、ネット接続、ウイルス除
去、ワードの使い方等 出入自由

９
月
度
さ
く
ら
会
館
清
掃
を
、
９
Ｂ
と
１
０

Ｂ
の
１
１
名
で
行
い
ま
し
た
。

次
回
は
１
０
月
１
３
日
（
土

役
員
会
の
日
）

１
０
時
か
ら
で
、
当
番
は
１
１
Ｂ
と
１
２
Ｂ
、

リ
ー
ダ
ー
は
大
崎
さ
ん
で
す
。
８
月
度
さ
く

ら
会
館
の
部
屋
利
用
は
１
８
回
で
し
た
。

大阪湾のゴミ埋立て地

水 路 の 土 砂 の 状 況


